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１．授業の基本情報 

 2020 年度後学期開講の教職専門科目「美

術科教育法 4」を取り上げる。これは主に３

回生を対象としたものであり、中学校の教員

免許を取得する際の、いわばまとめとして位

置付けられている授業である。登録学生は学

校教育教員養成課程中等美術コースの学生 3

名である。 

⑴授業の目的 

 本授業は「主として教育実習やこれまで受

講してきた美術科教育法での学びをもとに、

中学校等に係る美術科教育の課題を見いだし、

論考としてまとめることでその解決を図ろう

とするとともにその成果を分かりやすく再編

しポスター発表すること」ことを目的とする

ものである。  
⑵到達目標 

 上記⑴を受けて以下の到達目標を設定した。 
１) 教材研究の意義や方法をはじめ授業の

立案・実践・評価をする。  
２) これまでの学習を振り返り美術科教育

の課題を抽出し説明する。  
３) 課題解決のための方策を見いだし、多

角的で論理的な思考により論考として

まとめ、発表する。  
⑶主な取組の工夫 

 上記⑵達成のために、「教育課題の抽出・

明確化」「課題解決の方策の設定」「具体的な

課題探求」「教育論文の作成」「ポスター作

成」について段階的に達成できるような授業

構成とした。 

①ガイダンス 

②教育課題の抽出・明確化 

③④課題解決の方策の設定 

⑤〜⑦課題探求・解決（教材・文献研究等） 

⑧⑨模擬授業と省察（検討会） 

⑩〜⑭教育論文の作成、ポスター作成 

⑮まとめ 

 例えば②〜④では、主として教育実習での

実践（提案・観察等）にもとづき、自身の疑

問や課題を抽出し、その解決に相応しい方策

（教材研究か、模擬授業か、観察か、文献研

究か、それらの複合形態か…等）を設定す

る。この上で、⑤〜⑦では各自で設定した方

策により課題探求に取り組み（必要に応じて

模擬授業等を実施するなどして）、⑩〜⑭では

論文およびポスターという形式における論考

のまとめに取り組んだ。 

このような段階的な取組を経ることで、つ

まり教育課題(問い)→文献による調査・考察

→模擬授業としての再提案ないし観察等によ

る実証など→論考・論述→教育論文としての

まとめ、およびポスターとしてのまとめ、な

どというように、授業者は各自の教育課題

（問い）を深めることができたものと考えて

いる。 

 

２．授業評価・授業研究の内容 

 上記１⑶に示したような段階を踏んで理解

を深めることを企図したことを鑑み、学生に

よる授業評価に係る質問は、選択式と改善点

に関する自由記述式とした。なお、解答率は

３／３人であった。以下に、質問項目と併せ

てその結果を報告する。その際、紙面の都合

上で自由記述の回答は摘要とした。 

⑴尺度型 

 問①「教育課題の抽出・明確化への意欲的

な取組」に関するもので「十分／かなりあて

はまる」がそれぞれ２名／１名、②は「課題

解決の方策の設定を踏まえた課題探求・解決

（教材・文献研究等）への意欲的な取組」に

関するもので「十分あてはまる」が３名、③

は「学習指導案の作成および再授業提案の企

画・準備への意欲的な取組」に関するもので

「十分あてはまる」が３名、④は「再授業提

案の実践・省察への意欲的な取組」に関する

もので「十分あてはまる」が３名、⑤は「教

育論文の作成への意欲的な取組」に関するも

ので「十分／かなりあてはまる」がそれぞれ

１名／２名、⑥は「ポスター制作への意欲的



な取組」に関するもので「十分／かなりあて

はまる」がそれぞれ２名／１名、⑦は「ポス

ター発表会への意欲的な取組」に関するもの

で「十分あてはまる」が３名、⑧は「予習・

復習への意欲的な取り組み」に関するもので

「十分／かなりあてはまる」がそれぞれ１名

／２名、⑨は「教員の話し方や配布資料等に

ついて」で「十分／まあまあ十分である」が

それぞれ２名／１名であった。 

⑵自由記述型 

⑪今後も継続すべき点（筆者によるコメント

概要まとめ） 

・再授業提案による課題の明確化と解決 

・研究の流れを踏まえた授業設計 

⑫授業内容に関して改善すべき点 

・論文構成の明確化 

・再授業提案の機会の増加 

③その他（意見・要望等） 

・ポスターへの取組が論文執筆に役立った 

・改めて自分のやりたい研究ができる環境が

整っていて意欲的に取り組むことができた 

 

３．「地域社会を核とした教育と研究のつな

がり」について 

⑴「教育課題の抽出・明確化」「課題解決の

方策の設定」「課題探求・解決（教材・文献

研究等）」 

 主として、到達目標 2)の「これまでの学

習を振り返り美術科教育の課題を抽出し説明

すること」および同 3)の「課題解決のため

の方策を見いだし、多角的で論理的な思考に

より論考としてまとめること」を実現するた

めに、教育実習における受講生各自の反省を

もとに、教育論文に係る教育課題を設定する

とともに、課題解決の方策を設定、具体的な

課題探求・解決（教材・文献研究等）のため

の取組を進めた。つまりこれは、課題設定・

解決方策の設定および具体的な課題探求・解

決への取組にあたり、それら各々に係る局所

的で地域的な特性への理解を深めることも企

図して行ったものである。先の授業評価にも

あったように、受講生に主体的な学習を促す

上で非常に有効な手立てであったといえる。 

⑵「教材研究」「学習指導案の作成」「模擬授

業観察」の企画・準備・実践 

 主として到達目標 1)の「教材研究の意義

や方法」の充実、および同 3)への発展的な

展開を期待して行ったものである。 

この模擬授業につながる教材研究・学習

指導案の作成・模擬授業観察は、受講者各自

の必要に応じて実施されるものであるが、受

講生はこれらの取組に至るまでに⑴の学習過

程を経ている。つまりこれは、何れにおいて

も受講生各自によるそれぞれの経験や考察に

もとづく提案となることが予想されるため、

そうした経験および考察の内容をきちんと整

理した上で、自分なりのアイディア等として

盛り込むことで、学習内容の地域的特性と学

習指導要領のあり方に関する、より実践的で

具体的な理解の深長を期待することができる

のではないかと考えたのである。このことに

関しても、先の授業評価にもあったように、

受講生に主体的な学習を促す上で非常に有効

な手立てであったと考えられる。 

⑶「教育論文」「ポスター」の作成・発表 

学校教育教員養成課程中等教育コース美

術専攻の４回生および同課程初等教育コース

小学校サブコースの４回生の卒業研究展と同

時開催した学校教育教員養成課程２・３回生

展において、教育論文としてまとめた論考を

ポスター形式に再編集してまとめ、展示する

とともに発表会を行った。このことにより、

各自の取組が広く近隣地域の観覧者に知ら

れ、意見や感想等をいただくなどすることに

より、今後の研究の深化につながるものと考

えられる。このことについては、受講生より

肯定的な評価を得ている。 

⑸総括 

 以上のことから、受講生自身が「教育課題

の抽出・明確化」「課題解決の方策の設定」

「課題探求・解決（教材・文献研究・模擬授

業・同観察等）」「教育論文・ポスターの作

成・発表」といった取組を段階的に踏んでい

くことにより、自身の研究（問い、視点）の

意義や意味について再確認するとともに、例

えば学習内容の地域的な特性等について、よ

り実践的で具体的な理解を促すことができた

のではないかと考える。 

 次年度以降は、愛媛県下近隣の地域性によ

り着目して、さらに精緻化した取組を組織し

ていくことができるよう心がけるとともに、

受講生自身がより主体的に学習に取り組むこ

とができるような方策を継続する一方で新た

な工夫も加えていくことが不可欠であると考

える。 


